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地
元
中
学
生
に
よ
る
シ
ラ
ク
チ

カ
ズ
ラ
の
挿
し
木

古
事
の
森
で
の
森
林
整
備
（
下
刈
）

千
本
山
国
有
林

懐
か
し
き
森
林
鉄
道
に
体
験
乗
車

四
国
山
の
日
賞
表
彰

て
い
け
る
よ
う
、
森
林
づ
く

り
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

�　

国
指
定
重
要
有
形
民
族

文
化
財
の
「
祖い

や谷
の
か
ず

ら
橋
」
は
、
老
朽
化
が
早
く
、

三
年
毎
に
架
け
替
え
ら
れ
て

お
り
、
平
成
二
六
年
度
は

架
け
替
え
の
年
に
当
た
り

ま
す
。

　

�　

架
け
替
え
用
資
材
の
シ
ラ

ク
チ
カ
ズ
ラ
は
年
々
確
保
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
今
回
も
国
有
林
か

ら
の
供
給
を
図
る
と
と
も

に
、
将
来
に
向
け
て
近
在
の

国
有
林
か
ら
安
定
的
に
供

給
で
き
る
よ
う
、
祖
谷
の
協

議
会
と
徳
島
森
林
管
理
署

と
の
間
で
結
ば
れ
た
協
定
に

基
づ
い
た
取
組
を
支
援
し

ま
す
。

　

�　

ま
た
、
伝
統
建
築
物
へ
の

対
応
と
し
て
、
「
伊い

よ予
之の

二ふ
た

名な
の
し
ま島

古こ

じ事
の
森も

り

」
森
林
づ
く

り
活
動
の
実
施
や
文
化
財
資

源
備
蓄
林
を
設
定
し
、
文
化

的
価
値
の
あ
る
木
造
建
築
物

等
に
必
要
な
大
径
長
尺
材
の

供
給
に
備
え
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

②�　

森
林
へ
の
理
解
の
醸
成
に

向
け
た
取
組

　

�　

四
国
４
県
と
と
も
に
平
成

一
六
年
度
に
発
表
し
た
「
四

国
の
森
林
づ
く
り
に
関
す

る
共
同
宣
言
」
に
基
づ
き
、

森
林
整
備
、
木
材
利
用
、

森
林
環
境
教
育
な
ど
の
具

体
的
な
取
組
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

�　

平
成
二
六
年
度
は
、
国
民

の
皆
様
が
森
林
に
親
し
み
、

自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ

り
、
森
林
へ
の
理
解
を
よ
り

深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ス
ギ
の
巨
木
が
林
立
す
る
魚

梁
瀬
の
千
本
山
国
有
林
や
昭

和
三
八
年
に
廃
線
と
な
っ
た

魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
の
遺
産
を

訪
ね
る
散
策
ツ
ア
ー
を
秋
季

に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

�　

ま
た
、
四
国
の
森
づ
く
り

に
積
極
的
に
取
り
組
む
団

体
、
企
業
等
を
対
象
と
し
た

「
四
国
山
の
日
賞
」
を
募
集

し
、
選
考
さ
れ
た
団
体
を
表

彰
し
ま
す
。
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　『
春
の
緑
の
街
頭
募
金
』
開
催

〈
技
術
普
及
課
〉

　

公
益
社
団
法
人
森
と
緑
の
会

主
催
に
よ
る
、
「
春
の
緑
の
街

頭
募
金
」
が
四
月
二
〇
日
、
高

知
市
の
中
央
公
園
及
び
帯
屋
町

商
店
街
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
の
ゴ
メ

ン
ジ
ャ
ー
の
シ
ョ
ー
が
あ
っ
た

り
、
ま
た
、
募
金
活
動
に
も
参

加
す
る
な
ど
、
毎
回
参
加
の
く

ろ
し
お
君
と
と
も
に
、
い
つ
も

以
上
に
親
子
連
れ
の
関
心
を
集

め
て
い
ま
し
た
。

　

出
発
式
の
後
、
浅
川
局
長
を

は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
ら
が
参
加
し
、
「
緑
の
募
金

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
」

と
大
き
な
声
で
ア
ー
ケ
ー
ド
を

行
き
交
う
人
々
に
募
金
の
協
力

を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
森

林
の
大
切
さ
な
ど
を
訴
え
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
小
雨
が
降

り
、
足
下
の
心
配
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
式
が
始
ま
る
直
前
に

は
雨
も
や
み
、
買
い
物
客
や

「
赤
ち
ゃ
ん
会
」
の
帰
り
と
思

わ
れ
る
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
お
し

た
親
子
が
足
を
止
め
、
た
く

さ
ん
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
「
緑
の
募
金
」
は
五
月

三
一
日
ま
で
行
わ
れ
て
お
り
、

い
た
だ
い
た
募
金
は
、
水
源
の

森
林
づ
く
り
や
、
緑
の
少
年
団

の
育
成
、
国
際
緑
化
事
業
な
ど

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

高
校
生
を
対
象
と
し
た
ニ
ホ
ン

ジ
カ
食
害
防
止
対
策
の
学
習

中
学
生
を
対
象
と
し
た
学
校

林
で
の
間
伐
体
験

③�　

小
・
中
・
高
等
と
連
携
し

た
森
林
環
境
教
育

　

�　

小
・
中
・
高
の
生
徒
等
を

対
象
に
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー

ル
ド
等
を
活
用
し
た
森
林
教

室
や
間
伐
体
験
、
木
工
ク
ラ

フ
ト
教
室
等
を
各
学
校
等
と

連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
森
林
の
果
た
す

大
切
な
役
割
、
木
材
の
良
さ

等
の
理
解
を
深
め
、
自
然
環

境
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら

い
ま
す
。
平
成
二
五
年
度
は

約
一
二
〇
回
の
森
林
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

�　

平
成
二
六
年
度
も
引
き
続

き
、
森
林
・
木
工
教
室
の
実

施
や
学
校
林
等
に
お
い
て
の

間
伐
体
験
等
の
体
験
林
業
を

実
施
し
ま
す
。

出
発
式
で
挨
拶
さ
れ
る
浅
川
局
長

街
頭
募
金
の
様
子
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「
金
ち
ゃ
ん
工
房
」
行
脚

〈
技
術
普
及
課
〉

　

「
金
ち
ゃ
ん
」
こ
と
正
岡
金

四
郎
さ
ん
（
Ｏ
Ｂ
）
は
、
木
工

歴
三
〇
有
余
年
、
在
職
中
か
ら

森
林
教
室
（
木
工
教
室
）
の
指

導
に
も
力
を
注
い
で
き
ま
し

た
。

　

退
職
後
は
本
格
的
に
局
の
森

林
教
室
の
お
手
伝
い
を
し
て

頂
く
よ
う
に
な
り
、
平
成
二
五

年
度
は
、
親
子
ふ
れ
あ
い
ツ

ア
ー
、
夏
休
み
森
林
教
室
一
六

回
、
夏
休
み
期
間
中
に
は
、
森

林
ふ
れ
あ
い
館
に
お
い
て
、
木

工
品
や
森
林
鉄
道
写
真
の
展
示

及
び
木
工
教
室
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
五
年
度
は
、
高
知
市
以
外

か
ら
の
要
請
も
多
く
、
香
川

県
飯
山
町
、
宇
和
島
市
、
愛

媛
県
松
野
町
、
久
万
高
原
町
、

四
万
十
市
西
土
佐
、
宿
毛
市
、

大
月
町
の
小
学
校
や
産
業
祭
、

林
業
祭
等
で
の
木
工
指
導
、
四

国
銀
行
「
協
働
の
森
」
で
の
木

工
指
導
、
そ
の
他
に
高
知
市
内

の
小
学
校
で
の
一
日
先
生
、
介

良
祭
り
、
土
佐
市
の
小
学
校
で

の
山
の
手
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

高
知
市
鏡
川
こ
ど
も
祭
り
で
の

木
工
指
導
等
三
〇
数
回
も
指
導

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、

二
五
年
度
の
と
り
と
な
っ
た
三

月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
中
芸

観
光
び
ら
き
「
本
気
で
ほ
げ
な

祭さ
い

」
へ
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
中
芸
観
光
協
議
会

が
主
催
で
第
一
回
は
、
高
知
市

中
央
公
園
で
開
催
し
た
よ
う
で

す
が
、
二
回
目
の
今
回
は
、「
開

催
地
を
中
芸
地
区
に
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
、
実
際
に
中
芸
の

魅
力
に
触
れ
て
も
ら
い
、
再
度

訪
れ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く

り
と
な
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
」

と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
奈
半
利

町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
へ
の
参
加
は
、
正

岡
氏
の
知
り
合
い
が
協
議
会
の

事
務
局
を
し
て
い
る
と
い
う
縁

か
ら
中
芸
観
光
協
議
会
よ
り
要

請
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
晴
れ
だ
っ
た
も
の

の
場
所
が
漁
港
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
風
が
大
変
強
く
、
木
工

の
材
料
が
何
度
も
吹
き
飛
ば
さ

れ
る
状
況
で
あ
り
、
子
供
達
が

来
て
く
れ
る
の
か
と
心
配
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
こ

ど
も
は
風
の
子
、
寒
さ
も
も
ろ

と
も
せ
ず
約
二
百
名
の
子
供
達

が
集
ま
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

楽
し
ん
だ
後
、
ジ
ー
ジ
ー
ゼ
ミ

作
り
、
カ
エ
ル
ス
ト
ラ
ッ
プ
作

り
、
サ
ワ
ガ
ニ
作
り
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
登
場
し
た
ド
ラ
え

も
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
つ

か
っ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
大
人

気
で
、
大
人
も
挑
戦
し
て
い
ま

し
た
。
あ
る
親
御
さ
ん
は
、「
こ

れ
本
当
に
作
っ
た
が
あ
？
よ
う

で
き
ち
ゅ
う
ね
」
と
ゲ
ー
ム
よ

り
も
ゲ
ー
ム
機
に
目
を
丸
く
し

て
い
ま
し
た
。

　

子
供
の
中
に
は
、
三
種
類
全

部
作
り
た
く
て
三
回
ビ
ン
ゴ
を

達
成
し
作
品
を
作
っ
た
子
も
い

ま
し
た
。

　

作
る
作
品
は
や
は
り
ジ
ー

ジ
ー
ゼ
ミ
が
圧
倒
的
に
多
く
、

太
鼓
の
音
も
負
け
る
ぐ
ら
い
の

セ
ミ
の
鳴
き
声
が
漁
港
に
響
い

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
木
で
作
成
し
た
玩
具

で
遊
び
、
木
工
品
を
自
分
で
作

る
と
い
っ
た
方
法
で
木
の
良
さ

が
Ｐ
Ｒ
出
来
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

ビンゴゲームを教える正岡氏

木工の指導をする正岡氏
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設
立
し
ま
し
た
。

　

徳
島
県
三
好
市
東
祖
谷
、
美

馬
市
木
屋
平
、
那
賀
郡
那
賀
町

木
沢
の
間
に
位
置
す
る
。
剣
山

（
標
高
一
九
五
五
ｍ
）
は
、
多

様
な
動
植
物
が
生
息
す
る
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
ま

た
、
古
く
か
ら
人
々
に
親
し
ま

れ
、
毎
年
多
く
の
人
が
訪
れ
る

徳
島
県
の
代
表
的
な
観
光
地
で

す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
地
球
温
暖

化
に
よ
る
気
候
変
動
の
影
響

や
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
を
は

じ
め
と
す
る
生
態
系
の
急
激
な

変
化
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
地
域

で
は
登
山
道
の
荒
廃
が
急
速
に

進
行
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
登
山
客
の

通
行
が
妨
げ
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
、
森
林
、
水
源
地
及
び

生
態
系
等
の
自
然
環
境
を
十

分
に
保
全
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
登
山
道
の

修
復
に
よ
る
持
続
的
な
環
境

保
全
活
動
を
展
開
し
、
さ
ら

に
は
地
域
住
民
以
外
に
も
意

識
啓
発
と
活
動
参
加
を
促
す

こ
と
で
、
こ
の
地
域
の
自
然
の

魅
力
を
観
光
資
源
と
し
て
多

く
の
人
々
に
発
信
し
、
交
流

人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域
活

性
化
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
南
つ
る
ぎ
地
域
活

性
化
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

剣
山
を
登
山
す
る
観
光
客
の

多
く
は
、
北
側
の
見
ノ
越
登
山

口
を
利
用
し
て
お
り
、
剣
山
南

側
地
域
は
、
登
山
道
等
も
荒
廃

し
て
い
ま
し
た
。

　

本
会
設
立
後
、
登
山
道
整
備

や
案
内
板
設
置
を
平
成
二
三

年
度
～
二
五
年
度
に
計
一
一

回
、
延
べ
二
八
〇
名
で
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
登
山
道
周

辺
の
樹
木
を
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

食
害
か
ら
守
る
た
め
の
樹
木

ガ
ー
ド
の
設
置
や
登
山
道
整

備
と
あ
わ
せ
て
清
掃
活
動
も

行
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
平

成
二
三
年
一
二
月
に
は
、
「
第

一
回
四
国
の
右
下　

食
博
覧

会　

南
阿　

波
丼
祭
り
」
及

び
「
南
つ
る
ぎ
写
真
パ
ネ
ル

展
」
を
開
催
し
、
約
二
万
人

の
来
場
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、

南
つ
る
ぎ
の
地
域
活
性
化
に

貢
献
し
、
こ
の
会
の
活
動
は
、

地
元
、
徳
島
新
聞
に
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
、
広
く
一

般
市
民
に
支
持
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
登
山
道
及
び
樹
木

ガ
ー
ド
を
設
置
し
た
箇
所
は
、

「
南
つ
る
ぎ

地
域
活
性
化
協
議
会
」

 

林
野
庁
長
官
感
謝
状
の

　
　
　
　  

贈
呈
さ
れ
る 

～
国
民
の
森
林
づ
く
り
推
進
功
労
者
～

〈
総
務
課
・
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

五
月
一
四
日
、
国
民
の
森
林

づ
く
り
推
進
功
労
者
と
し
て
、

当
局
か
ら
推
薦
し
ま
し
た
「
南

つ
る
ぎ
地
域
活
性
化
協
議
会
」

【
会
長　

平
井　

滋
】
へ
の
林

野
庁
長
官
感
謝
状
の
贈
呈
が
、

徳
島
森
林
管
理
署
に
お
い
て
、

当
局
の
井
上
業
務
管
理
官
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

南
つ
る
ぎ
地
域
活
性
化
協
議

会
は
徳
島
県
那
賀
町
を
基
盤

と
し
て
、
剣
山
系
の
南
側
の
山

岳
部
を
対
象
に
、
「
南
つ
る
ぎ
」

の
環
境
保
全
と
自
然
の
魅
力
発

信
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
地
元
団
体
等
と
行
政
が

連
携
し
、
平
成
二
三
年
八
月
に

【
林
野
庁
長
官
感
謝
状
授
与
式
】

◆
右
側　

平
井
会
長

◇
左
側　

井
上
業
務
管
理
官
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【
林
野
庁
長
官
感
謝
状
授
与
後
】

◇
右
側 

堀
徳
島
森
林
管
理
署
長

◆
中
央 

平
井
会
長

◇
左
側 

井
上
業
務
管
理
官

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
四
月
一
九

日
、
高
知
県
四
万
十
市
西
土
佐

の
四
万
十
ひ
ろ
ば
で
、
今
年
で

二
回
目
と
な
る
、
西
土
佐
地
域

の
食
材
等
を
集
め
た
「
し
ま
ん

と
川
び
ら
き
＆
春
の
う
ま
い
も

の
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
か
れ
、
当

セ
ン
タ
ー
の
木
工
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
西
土
佐
地
域
の
食

材
等
の
出
店
や
、
会
場
周
辺
で

は
カ
ヌ
ー
無
料
体
験
や
屋
形
船

の
無
料
乗
船
、
竹
林
で
の
タ
ケ

ノ
コ
掘
り
体
験
等
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
木
工
体
験

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
開

始
前
か
ら
親
子
連
れ
や
小
学

生
の
グ
ル
ー
プ
等
、
沢
山
の
人

達
が
訪
れ
、
ク
マ
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
作
り
や
、
丸
太
の
輪
切
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
開
催
中
、
お
客
さ
ん
の
途
切

れ
る
こ
と
も
な
く
、
予
定
し

て
い
た
キ
ッ
ト
が
足
り
な
い

程
の
今
ま
で
に
な
い
大
盛
況

と
な
り
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

新
緑
の
滑
床
渓
谷
を
堪
能

「
滑な
め

床と
こ

山
開
き
」
で

　
　
　
　
　
木
工
教
室

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

四
月
二
五
日
、
足
摺
宇
和
海

国
立
公
園
内
に
あ
る
滑
床
渓
谷

で
、
愛
媛
県
松
野
町
等
が
主
催

す
る
恒
例
の
滑
床
山
の
山
開
き

の
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
山
開
き
に
は
、
地
元
の

松
野
南
小
学
校
の
全
児
童
八

名
が
目
黒
緑
の
少
年
隊
と
し
て

出
席
し
て
お
り
、
毎
年
、
神
事

の
後
に
滑
床
山
で
森
林
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
松
野
南
小
学
校
の

校
庭
に
あ
る
ダ
イ
オ
ウ
マ
ツ
の

マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
を
使
っ
て
六
月

上
旬
に
開
催
さ
れ
る
地
域
イ
ベ

ン
ト
「
ほ
た
る
祭
り
」
に
出
品

す
べ
て
が
徳
島
森
林
管
理
署
管

内
の
国
有
林
で
あ
り
、
国
有
林

へ
の
貢
献
も
多
大
で
あ
る
こ
と

か
ら
こ
の
た
び
の
感
謝
状
の
授

与
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
受
賞
者
の
平
井
会

長
は
、
「
す
ば
ら
し
い
賞
を
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
も
活
動
を
続
け

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

※
南
つ
る
ぎ
地
域
活
性
化
協
議

会
の
林
野
庁
長
官
感
謝
状
の
授

与
に
つ
い
て
は
、
翌
日
、
五
月

一
五
日
、
徳
島
新
聞
朝
刊
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て

の
良
い
Ｐ
Ｒ
の
機
会
と
な
る
と

と
も
に
、
地
域
と
の
結
び
つ
き

が
深
め
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

「
し
ま
ん
と
川
び
ら
き
」

で
「
木
工
体
験
コ
ー

ナ
ー
」
大
盛
況

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

木
工
体
験
コ
ー
ナ
ー
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好
天
に
恵
ま
れ
た
四
月
二
六

日
、
愛
媛
県
松
野
町
滑
床
渓

谷
で
、
今
回
、
初
め
て
の
、

「
滑
床
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ェ
ス

二
〇
一
四
」
が
開
か
れ
、
当
セ

ン
タ
ー
の
木
工
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成

二
五
年
一
一
月
に
設
立
さ
れ

た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
国
ネ
ッ

ト
」
の
主
催
で
、
宇
和
島
圏

域
・
四
万
十
川
流
域
に
点
在
す

る
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
業

者
間
の
連
携
を
図
り
、
「
エ
リ

ア
」
と
し
て
総
合
的
に
情
報
発

信
す
る
こ
と
で
、
各
事
業
者
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
等
を
目

的
に
、
エ
リ
ア
内
の
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ツ
を
一
同
に
紹
介
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
活
動
エ
リ
ア
で

あ
る
当
セ
ン
タ
ー
に
も
要
請
が

あ
り
、
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
周
辺
で
は
、
キ
ャ
ニ
オ

ニ
ン
グ
、
ロ
ー
プ
木
登
り
、
フ

ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、
ス
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ン
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
木
工
体
験

コ
ー
ナ
ー
は
、
松
山
市
等
か
ら

の
親
子
連
れ
や
大
学
生
の
グ

ル
ー
プ
等
、
沢
山
の
人
達
が
訪

れ
、
ク
マ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

や
、
丸
太
の
輪
切
り
を
楽
し
ん

だ
り
と
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
お
客
さ

ん
の
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
多

く
の
方
が
訪
れ
、
手
作
り
木
製

品
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
が
深

め
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

す
る
も
の
を
作
り
た
い
と
の
依

頼
が
あ
り
、
木
工
教
室
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

作
業
時
間
が
、
一
時
間
三
〇

分
と
短
い
た
め
、
各
パ
ー
ツ
は

あ
ら
か
じ
め
当
セ
ン
タ
ー
で
作

製
し
ま
し
た
。
各
パ
ー
ツ
を
ボ

ン
ド
で
張
り
合
わ
せ
ポ
ス
カ
で

着
色
す
る
と
い
う
単
純
な
も
の

と
し
、
学
年
で
差
が
出
な
い
よ

う
工
夫
し
ま
し
た
。

　

児
童
達
は
、
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ

を
思
い
思
い
の
色
で
着
色
し
、

最
後
に
、
ビ
ー
ズ
を
付
け
て
、

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

 

当
日
は
、
天
気
の
良
い
新
緑

の
中
で
の
木
工
教
室
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
が
、
大
き
く
な
っ

て
滑
床
渓
谷
で
過
ご
し
た
楽
し

い
時
間
や
森
林
の
素
晴
ら
し
さ

を
思
い
出
し
て
く
れ
れ
ば
幸
い

で
す
。

大
き
な
松
ぼ
っ
く
り
、
何
を
飾

ろ
う
か
な
。

目
黒
緑
の
少
年
隊
の
皆
様

「
滑
床
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ェ

ス
二
〇
一
四
」
で
「
木
工

体
験
コ
ー
ナ
ー
」
大
盛
況

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

木工クラフト大盛況

丸
太
の
輪
切
り
難
し
い


